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テクノロジーは数学の具体例を見たり,検討 した りす ることを今まで以上に可能
に しているといわれ る.例えばグラフ屯卓で,おんさの音の波形は簡単に採取で
き授業に役立てることも可能である.本研究は,このグラフ電卓を用いた数学授
業の実践報告 と一考察である. r音の本質をさぐるJ と題 して,実データを屯卓


































学習のねらいと発間 学 習 活 軌 留意点 .配 慮事項
(1)音の実態について,多 マンガなどによくある,昔の義眼を提 (関心.意欲.態度)










例)pal.SHK皿 M pIJ州 UVUVUVH:009訓≧IY:.OSBy7'PJsrl(i)おんさを用いて,サンプリングする.音の大きさを変えたり,普さを変えたりして,書己舟することに注意する.ただしそ 陀録も忘れずに.
(3)音は正弦曲嬢で伝わつ グラフ電卓の画面から,気づいたこと (政芋的な考え方)
ていることを知る｢気づ た はないか｣ を発表する. これまでの学習を生かして
例).サインカープになっている. グラフをPEみとることがで
･きれいな汝になっている.繰り返している.大き 音も小さい音も同じ形 きるか.巨亘頭 は自動設定のために,音の大小は 匝 頭 で確かめなければわからない
(4)データを分析するとと 振幅と周期を求める.また周期から, (表現.処理)
もに,まわりのデータ 一秒間の振動赦(Hz)を求める. 一.壬馴古,周期を正確に求め
と比較することで,堤 おんさ い 4 -州 l細 魚 ることができ.さらに他.








































































































とを実証 している. うなりの解釈を変容 させ
たきっかけは,金属が. 1秒間に360回 と
い う速 さで振動 している事実を知ったことと,
同 じ動作を繰 り返 している金属か ら,振動-
空気の粗密発生 とい う単純な しくみで音が発
生することを知った ことである.音の発生を
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7.創造性 を増 し,様 々な解法で間組解決 を
す るよ うになる.





おん さで三角関数 も,数学体族 としてみれば
★盃である.数学の学習を継続 させ るとい う
意味においても,重要なポイン トとなる. し
か し. さらに評価の観点を次の段階に進めた




報化社会が とい う言葉によって この ような疑
問も問われなくな り,電卓 も数学の授業には














4)拙棉 r三角関数 の授業にグラフ電卓 を用
-46-
いる｣屯卓 コン ビュ- タに関す る数学教育扱
指会 (東海大学),1997
5)t)an Teague. E nhancingProblemSol ying
vithTechnology.第30回タ●ラフ屯卓セミ1-資料,
1997
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(本研究は､財団法人福武教育振興財団
教育研究助成による研究の一部である｡)
(平成 9年4月28日受理)
